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思いやり 　 言葉や文化を　 超えてゆく
　 標語　 熊谷西小学校５ 年　 大木愛斗 さ ん

1月2 0 日
松本淳一郎 氏

1月27日
奥木 幹夫 氏

2 月7日
林家 木久蔵 氏

第１ 回

2 7 0 名

日　 　 程

演　 　 題

講　 　 師

受講者数

令和8 年1月2 0 日（ 火）

発展途上国でのJ IC A 支援活動

～共生社会の実現に向けて～

国際協力コ ンサルタ ント

松本 淳一郎 氏

埼玉県人権・ 男女共同参画課

奥木 幹夫 氏

第 2 回 第 3 回

2 4 0 名 3 0 3 名

令和8 年1月2 7日（ 火） 令和8 年2 月7日（ 土）

木久蔵流～笑う が一番～

笑いを 通じ て人権を 考える

暮ら し の中の人権

～同和問題と は～

落語家

林家 木久蔵 氏

令和7 年度　 ハート フ ルセミ ナー

「 人権問題研修会・ 指導者養成講座」開催
受講者数延べ 8 1 3 人　（ 会場： 江南総合文化会館ピピア）



熊谷市立妻沼小学校

　 本校では、 熊谷市教育委員会よ り 人権教育の研究委嘱を

受け、 令和６ ・ ７ 年度の２ 年間にわたり 研究を 進めてき た。

校訓・ 学校教育目標「 まじ め まめ まろ く 」 の実現に向け、「 学

習活動づく り 」 や「 人間関係づく り 」 と 「 環境づく り 」 と

が一体と なっ た取組を 行う こ と で、 人権感覚の育成が図ら

れ、 互いの相違を 認め合い、 多様に輝く 児童が育成でき る

と 考え、 研究主題を 設定し た。

（ １ ） 授業研究部

　 ○主体的・ 対話的な学びを 意識し た誰にでも わかる 授業の

　 実施

　 ○学年や性別等の枠を 越えた、 多様な集団での活動

（ ２ ） 人権教育推進部

　 ○人権感覚を 高める ための環境の整備

　 ○児童の人権、 学習に関する 実態把握と 分析

❶ 研究の流れ

❷ 研究の具体的な実践

　 多様な考えを 尊重し つつ、 自分の考えを 深めていこ う と

する 協働的な学びの充実や、 振り 返り の明確化によ り 、 子

ども 達が自分の学びの深まり を 実感する こ と ができ、 諦め

ずに取り 組も う と する 姿勢や自分にも でき る と いう 自信、

つま り 自己効力感の向上につな がっ て き て いる こ と がわ

かっ た。 また、 たてわり 活動や学級活動を 充実さ せたこ と

で、 他者と 豊かな関係を 築き 一人一人の良さ を 認め合おう

と する 人権感覚の高まり にも つながっ た。 今後も 児童が成

功体験や周囲から 認めら れる 経験を 積み重ねら れる よ う 、

学校と 地域が連携・ 協働し て取組を おこ なっ ていく 。

❸ 研究の成果と 今後の取組

人権教育研究委嘱校の取組

児童の発達段階に応じ た、 社会でいきる人権感覚の育成
～「 知・ 徳・ 体」のバランスのと れた学力の育成を通じ て～

人権クイズ ～わかるかな？～

ブルーリ ボン運動は、 何を目的と し た活動のシンボルですか？

A： 環境保護　 B： 児童虐待防止　 C： 北朝鮮による日本人拉致被害者の救出

令和7 年1 1月に東京2 0 2 5デフ リ ンピッ ク が開催さ れ、 全2 1 種目が実施さ れまし た。
次のう ち、 東京2 0 2 5 デフ リ ンピッ ク の開催種目でないも のはどれでし ょ う か？

A： ボウリ ング　 B： ボッ チャ 　 C： オリ エンテーリ ング　 D ： バレーボール

1

2

令和 8 年 1 月 2 0 日

令和7 年度

ハート フ ルセミ ナー「 人権問題研修会・ 指導者養成講座」
受講者の感想を紹介し ます。

令和 8 年 1 月 27 日 令和 8 年 2 月 7 日

じ んけんクイズの答えは次ページ下段にあり ます。

自分の中の常識が異文化で は違う 、 そん

な当たり 前のこ と を 気づかせていただきま

し た。

違いを 認めるこ と が、 差別をなく すための

スタ ート ラ イ ンと いう こ と に気付かさ れた

講座でし た。

人のために働く 人が、 ここ（ セネガル）にも

いる のだなと 、 つく づく 思いまし た。 自分

の利益のためでなく 、 他人のため、 多く の

人々のため、 他国のために動く こ と は、 個

人の力量を高め、 人格を 深め高めること に

なるのだなあと 実感し まし た。

© 熊谷市

〇

〇

〇

普段のなにげない言葉によって他人の人権

を 侵害しているかもし れないので言葉に気

を 付けよう と 思います。

それぞれの人権課題を 正し く 理解し 、 先

入観を 持たな い、 命の尊さ を 知る 、 と も

に生きる 、 自尊感情を 育てる 、 ステレオタ

イ プ に気づく 、 気持ち を 伝える ー「 理解す

る 」こ と 、「 行動する 」こ と を 心にと ど めて

いきたいです。

日頃から「 寝た子を 起こ すな」と いう 言葉

に同感していまし たが、 大事なのは正し い

知識を持つこと だと 理解し まし た。

〇

〇

〇

たく さ ん笑いまし た。 人権と 落語…？と はじ

めは思いまし たが、 う まく 掛け合わせて講演

をしてく れたと 思います。 こ のセミ ナーに参

加して人生観が変わった気がし ます。

笑いの力は偉大なんだなぁ と 思いまし た。 さ

まざまな人権問題があると 思いますが、 一人

ひと り を 尊重してより よい世の中になると 良

いと 考えます。

本日の木久蔵さ んのよう に、 スト レスの多い

社会の中にいて笑いを良い方向に使って空気

を やわらかく するこ と は、 と ても 良いこ と と

思いまし た。 気づかいと 気働き、 大事にし た

いです。

〇

〇

〇



人権作文集「 じ んけんく まがや」の活用を
―資料専門委員会―

　 私はゲームが好き だ。 特に、 友達と 一緒にオン

ラ インで 協力し ながら 遊ぶゲームが楽し い。 学校

が終わって家に帰ると 、ボイスチャット をつないで、

みんなで笑いながら 遊ぶこ と が毎日の楽し みだっ

た。 そんなゲームの世界で、 私は人権について考え

ること になるきっかけに出合った。

　 ある日、 いつも のよう に友達と チームを 組んで

遊んでいると 、 見知ら ぬプレ イヤーがチームに加

わった。その人は、操作に慣れていない様子で、チー

ムの動き にも ついていく こ と がで き なかっ た。 間

違っ た場所に行ってし まっ たり 、 ルールを よく 分

かっていないよう な行動を取ったりし たために、 試

合に負けてし まう こと が何度かあった。

　 すると 、 友達の一人がチャット で「 まじ で下手す

ぎ。」「 何してんの。」 と 強い言葉でその人を 責めは

じ めた。 他の子も 「 こ れはわざと 。」「 足引っ 張っ

てるだけじ ゃん。」 と 笑いながら 同じ よう な言葉を

続けた。

　 私は何も 言えなかった。 ただ、 その場の空気に

流さ れて、止めること もせずに黙っていた。 すると 、

そのプレイヤーは、 何も言わずに試合の途中でゲー

ムを 抜けてし まっ た。 その後も 何日か遊んでみた

けれど、 その人がまた現れること はなかった。

　 私は、 そのこ と がずっと 心に残っていた。「 ただ

のゲームだし 、 仕方ないよ ね。」 と 思おう とし たけ

れど、 本当にそう だっ たのか、 自分の中で 答えが

出なかった。 そしてある日、 その人のプロフィ ール

を何気なく 見てみた。そこには、たった一言だけメッ

セージが残さ れていた。「 楽し く 遊びたかっただけ

なのに、 ごめんなさ い。」

　 その言葉を 見たと き 、 私は胸がギュッ と 締めつ

けら れるよう な気持ちになった。 きっと 、 あの人も

私たちと 同じ よう に、 楽し く 遊びたく てゲームに参

加し に来たのだ。 それなのに、少し 慣れていなかっ

ただけで責めら れ、 笑われ、 何も 言い返せないま

ま姿を消してし まった。

　 私は、 その人のことを直接傷つけるよう なこと は

言わなかっ た。 だけど、 何も 言わずにその場を 見

ていた私の態度も 、 同じ よう にいけなかっ たのだ

と 思う 。「 自分は言っていないから 関係ない。」 と

思う こ と が、 どれほど 無責任だっ たか、 今なら よ

く 分かる。

　 現実の世界では、 誰かがいじ めら れていたら 止

めなければいけない。 学校でも そう 教えら れてき

た。 で も 、 ゲームの中やネッ ト の中では、 顔が見

えないせいか、 みんなの言葉がき つく なり がちだ。

目の前にいなく ても 、 相手にはちゃんと 心がある。

たった一言で、 深く 傷ついてし まう こと も ある。

　 それから 私は、 自分の態度を 変えるこ と にし た。

知ら ない人がチームに入ってきたら 、「 よろし く ね。」

「 分から なかったら 聞いてね。」 と 声をかけるよう に

し た。 すると 、 その人が「 あり がと う 。」 と 返して

く れるこ と も あって、 少し だけ心が通じ た気がして

う れし かった。

　 最近では、 前より も みんなの言葉づかいが柔ら

かく なってきたよう に感じ る。 たった一人の行動で

も 、 少しずつ周り に影響を与えら れるのかもし れな

い。

　 私は、 ゲームの中にも 人権があると 思う 。 人権

と は、 人が人らし く 生きるための当たり 前の権利。

そし て、 相手の気持ちを 思いやるこ と も 、 その一

つだと 思う 。 ゲームの中だから こそ、 言葉を 選ぶ

こと 、 相手を大切にすることを忘れてはいけない。

　 も し 、 また誰かが傷ついている 場面に出合った

ら 、 今度こそ私は声をあげたい。「 それは違う よ。」

と 勇気を 出し て 言いたい。 そう 思わせてく れた、

あのと き のプレ イヤーの言葉を、 私はきっ と 一生

忘れない。

ゲームの中のいじ めに気付いたわたし 　 中１ 　

　 資料専門委員会では、市内児童生徒による人権作文集「 じ んけんく まがや」を毎年作成し ています。　
　 どの作品も 、児童生徒の考えや思いが素直に述べら れており 、人権感覚を 育み人権意識を 高める上で
活用し ていただき たい資料です。
　 こ の人権作文集が大いに活用さ れるこ と を期待し 、作品の中から 一編を紹介し ます。

じんけんクイズの答え　Q1：C　Q2：B



　調査専門委員会では、令和７年９月に市内成人（18歳以上）を対象に人権に関する
意識調査を実施しました。その一部を紹介します。
　なお、調査結果は熊谷市ホームページでも公開します。

1. あなたが関心をもっている人権に関することがら※はなんですか。(複数回答可 )

２．あなたは、人権について、どのように考えますか。1つ選んでください。

10

5

0

15

20

25

30

35

40

45
％

女性に
関する
人権問題

子どもに
関する
人権問題

高齢者に
関する
人権問題

障害のある
人に関する
人権問題

同和問題
（部落差別）

外国人に
関する
人権問題

HIV感染者・
ハンセン病等
に関する人権問題

犯罪被害者や
その家族に関する

人権問題

アイヌの人々
に関する
人権問題

インター
ネットによる
人権侵害

北朝鮮
当局による
拉致問題

災害時に
おける

人権への配慮

性的少数者・
LGBTQ＋
への差別

その他

【考察】
〇全体では、「すべての人に関わる大切な問題」
　と回答した人の割合が92.8%であった。
　前回調査(令和3年度)と比べて、5.2％増加し
　た。人権問題を自分ごとと捉えている人が前
　回調査に比べて増加している。
〇人権を尊重するまちづくりを目指し、市民が
　様々な人権問題の解決に向けて実践行動が
　起こせるよう人権教育・啓発活動を推進して
　いく必要がある。　　　　　　参考：調査P12

【考察】
〇全体では「インターネットによる人権侵害」への関心が高い。
〇前回調査 (令和3年度 )と比べて「外国人に関する人権問題」と回答した人の割合が10ポイント近く
　増加した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考：調査 P10

人権に関する意識調査 市内成人対象の意識調査より
調査専門委員会
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熊谷市ホームページ
人権に関する意識調査

（第20回）

※埼玉県人権施策推進指針の重点的に取り組むべき分野別人権課題14 項目


